
社団法人 福岡県理学療法士会 

平成 22年度 第 2回理事会 資料 
 
日 時：平成 22年 6月 11日（金） 18：30～21：30 
場 所：麻生リハビリテーション専門学校 
参加者：明日、永友、小柳、日野、白石、西浦、金子、今石、廣滋、坂本、泉、吉村、柳田、平松、阿部 
    松﨑、近藤、岩佐、中江、中川、加藤 
欠席者：森田 
 
【会員動向】平成 22年 5月 13日現在 
会員数：3,470名    施設数：624施設 
平成 20・21年度会費未納による除籍予定者：33名 
平成 21年度会費未納者：126名 
 
【報告事項】 
【会長】 
Ⅰ．第 39回定期総会及び代議員会議報告（別紙） 
Ⅱ．平成 22年度 特別研修会について（別紙） 
Ⅲ．第 33回九州 PT・OT 合同学会 第 9回準備委員会報告 

日 時：平成 22 年 6 月 3日（木） 19：00～21：00 

場 所：麻生リハビリテーション専門学校 2F 会議室 

出席者：明日、志井田、西浦、帆足、深町、日野、酒井、藤井、反田、安田、廣滋、平川、平井、音琴、

安部、有久、丹羽、近藤、榎本、竹田 
内容  １）ロゴマーク決定 
  ２）ポスター発表 320題、口述発表 56題（内 8題は奨励発表）の計 376題を予定。 
  ３）講師 
（１）基調講演：学会長と副学会長と厚労省との懇談 → 山口 和之 氏（衆議院議員）の講演 

（２）特別講演：細井 昌子 先生 

（３）奨励発表：テーマに沿った口述発表（6～8題×約 10分） 

（４）公開講座：大野 勝彦 先生（阿蘇大野勝彦美術館） 

（５）教育講演：大渕 修一 氏 

（６）教育講演：藤原  茂 氏 

 
【学術局】 
Ⅰ．学術局 

 １．第 2回学術局会議 

  日 時：平成 22 年 5月 24 日（月）18：30～21：00 

  場 所：麻生リハビリテーション専門学校 

  内 容：学術局各部の事業報告・事業予定・審議事項の確認 

  参加者：11 名 

 ２．平成 22年度九州ブロック教育・学術担当者会議 

日 程：平成 22 年 7 月 10 日（土）15：00～17：00 

会 場：博多グリーンホテル 2 号館 2 階 会議室 9 

参加者：白石、金子、浦田 



 ３．助成研究審査会委員 

  委員：前田 貴司 氏（久留米大学病院） 

  任期：平成 22年 4月 1日～平成 23 年 3 月 31 日 

 

Ⅱ．研修部 

１．第 93回福岡県理学療法士会研修会 

  １）日 程：平成 22年 6月 13 日（日）10：00～15：50 

  ２）会 場：大川市文化センター（福岡県大川市大字酒見 221-11） 

３）テーマおよび講師 

（１）特別講演 

  ①「神経画像解剖学の基礎と臨床：脳血管障害を中心に」 

    講 師：宇都宮英綱 先生（福岡山王病院） 

    司 会：冨士本隆文 氏（専門学校柳川リハビリテーション学院） 

   ②「腱板損傷の手術療法と術後療法～整形外科医が理学療法士に望むこと～」 

    講 師：石谷 栄一 先生（福岡三国病院） 

    司 会：本田 晴彦 氏（星子ひさし整形外科） 

   ③「循環障害に対する理学療法の理論と実際」 

    講 師：高橋 哲也 氏（兵庫医療大学） 

    司 会：小堀 岳史 氏（新古賀病院） 

（２）市民公開講座 

    「転倒予防のススメ～高齢社会で健やかな生活を～」 

    講 師：伊藤 憲一 氏（大牟田吉野病院） 

    司 会：横尾 正博 氏（専門学校柳川リハビリテーション学院） 

２．理学療法士講習会（基本編） 

 １）日 程：平成 22年 7月 25 日（日）9：30～16：30 

 ２）会 場：福岡国際医療福祉学院（福岡市早良区百道浜 3-6-40）  

３）テーマ：「理学療法士のための『動作観察・分析』の基本」 

４）講 師：内山  靖 氏（名古屋大学） 

５）定 員：150 名（5月 24日現在 70名申込）→6/10 現在 139 名申込 

６）申 込：（社）福岡県理学療法士会ホームページの研修受付フォームから 5月 15日～6月 15 日の期間

に申込。受講可否は 6月 30 日までにメールにて連絡する。 

７）受講証明書発行、理学療法トピックス認定 

３．平成 22 年度スポーツ障害に対する理学療法研修会 

１）日 程：平成 22 年 9月 5日（日）9：00～17：30 

２）テーマ：「現場で役立つスポーツ傷害予防の実際」 

３）講 師：久保田正一 氏（永江医院）→左記講師に変更 

松崎 秀隆 氏（福岡国際医療福祉学院） 

平川 善之 氏（福岡リハビリテーション病院） 

４）会 場：麻生リハビリテーション専門学校（福岡市博多区東比恵 3-2-1） 

５）定 員：40 名 

６）申 込：（社）福岡県理学療法士会ホームページの研修受付フォームからの申込 

７）受講証明書の発行 

４．第 20回福岡県理学療法士学会 

１）日 程：平成 23 年 2月 27 日（日） 

２）会 場：宗像ユリックス（福岡県宗像市久原 400） 

３）テーマおよび講師： 



 （１）特別講演 

テーマ：「股関節疾患に対する理学療法の理論と実際（仮題）」 

   講 師：建内 宏重 氏（京都大学大学院 医学研究科） 

   司 会：山下 慶三 氏（麻生リハビリテーション専門学校） 

 （２）市民公開講座 

   テーマ：「スポーツ障害に対する応急処置（サッカー障害を中心に）（仮題）」 

   講 師：富永 賢介 氏（理学療法士：ＦＣ東京 トップチームトレーナー） 

   司 会：時吉 直祐 氏（福岡青洲会病院） 

 （３）特別企画 

   テーマ：「女性理学療法士のワークライフバランス」 

   講 師：河合 麻美 氏（さいたま赤十字病院） 

   司 会：未定 

 

Ⅲ．新人教育部 

１．会議 

１）第 1回新人教育部会議 

日 時：平成 22 年 5 月 18 日（火）19：00～21：30 

場 所：九州労災病院 

内 容：新人研修会および基礎理学療法研修会の日程、場所、講師選出ほか 

出席者：廣滋、宮本、嶋邨、熊谷 

  ２）北九州市支部会議 

   日 時：平成 22年 6月 2日（水）19：00～ 

   場 所：新中間病院 

   出席者：廣滋、宮本 

  ３）福岡支部会議 

   日 時：平成 22年 6月 3日（木）19：00～ 

   場 所：麻生リハビリテーション専門学校 

   出席者：嶋邨 

２．事業 

１）単位認定および修了認定、終了認定書発行作業 

日 時：平成 22 年 5 月 14 日（金）19：00～25：30 

場 所：県士会事務所 

２）ホームページ研修受付フォームでの新人研修会案内と受付開始 

    →廣滋；現在、申し込み内容に関しての事務所での確認作業が生じている。 

     柳田；要望を取りまとめてもらえればフォーム改定も含め検討していく。 

     阿部；受付フォーム修正に関しては管理システム部が取りまとめており、8 月に理事会提出予定に

している。 

     明日；各部署にて内容を検討し 7月中に問題点の抽出・絞込みをする。 

Ⅳ．専門領域研究推進部 

１．専門領域研究推進部部長会議 

１）日 時：平成 22 年 7月予定 

２）場 所：麻生リハビリテーション専門学校 

３）テーマ：今後の方針決定  

 

Ⅴ．学術誌編纂部 

１．編纂部会議 



１）日 時：平成 22 年 5月 21 日（金）18：30～21：00 

２）場 所：麻生リハビリテーション専門学校 

３）テーマ：「理学療法福岡 23号」編纂作業 

４）参加者：5名  

２．「理学療法福岡」23号 編纂進捗状況（平成 22 年 6 月１日現在）71ページ 部数 3,750 部 

１）巻頭言  

     2000 年と 10年  

福岡県理学療法士会 副会長 永友  靖 氏  

２）特別講演録 

（１）第 92 回福岡県理学療法士会研修会 講演 

ⅰ）野球肩障害の診察評価法 

久恒病院 院長 原  正文 先生 

ⅱ）リンパ浮腫に対する複合的理学療法の実際 

リムズ徳島クリニック 上田  亨 氏 

（２）第 19 回福岡県理学療法士学会 講演 

ⅰ）赤ちゃんが生まれて歩くまで 

  国際医療福祉大学福岡リハビリテーション学部 田原 弘幸 氏 

（３）介護保険・福祉講演録 

ⅰ）シーティングの基礎から実践まで －姿勢保持技術を臨床に活かす－ 

東洋大学 ライフデザイン学部 人間環境デザイン学科 繁成  剛 先生 

ⅱ）介護保険における理学療法士の役割－これからの理学療法士ができること、やるべきこと－ 

神戸学院大学 総合リハビリテーション学部 備酒 伸彦 氏 

ⅲ）生活期における訪問リハビリテーション－考え方と実践そしてこれからの課題－ 

介護老人保健施設 清雅苑 野尻 晋一 氏  

３）研究と報告 

ⅰ）理学療法士の生涯学習行為の意義と職員教育 

小倉リハビリテーション学院 中江  誠 氏 

ⅱ）理学療法業務に関する管理・運営に関するアンケート 

－アンケート調査より－ 

      福岡県理学療法士会 教育・管理系理学療法研究部会 木村 淳志 氏・他 

ⅲ）Sitting  Lying Test と下肢運動連鎖の関連性 

麻生リハビリテーション専門学校 齋藤 貴文 氏 

ⅳ）星状神経節近傍に対する直線偏光近赤外線照射が末梢血管幅 

および心拍変動に及ぼす影響 

         高木病院 古賀 秀作 氏 

４）症例報告 

ⅰ）血管原性大腿切断から 2年経過後に実用的な義足歩行を獲得した 78歳の症例 

産業医科大学病院 賀好 宏明 氏 

ⅱ）肥満患者の重度褥瘡が体圧分散により良好な経過を示した 1症例 

九州旅客鉄道株式会社 JR 九州病院 木部 竜也 氏 

ⅲ）発症後 18ヶ月経過した両側片麻痺の機能回復 

浅木病院 小田原 創 氏 

３．平成 22 年 5 月末頃に「理学療法福岡 23号」を印刷業者へ入稿予定   

４．平成 22 年 6 月末頃に「理学療法福岡 23号」を県士会員へ発送の予定 

   

 



【社会局】 
Ⅰ．社会局担当理事 

１．第 2回社会局会議 

１）日 時：平成 22 年 5月 31 日（月） 19：00～21：00 

２）場 所：新日鐵八幡記念病院 

３）内 容：社会局各部の事業報告・事業予定、今年度スケジュールについて 

４）参加者：11 名（社会局理事・部長 8名、支部代表 3名） 

２． 訪問リハビリテーション地域指導者育成研修への対応に関して 

 

Ⅱ．保険部 

１．第 2回保険部会議 

１）日 時：平成 21 年 5月 24 日（月） 

２）場 所：小倉リハビリテーション学院 

３）内 容： （１）平成 20年度減点査定調査まとめ 

       （２）地区勉強会講師派遣報告 

       （３）会員からの質問への対応 

       （４）平成 21年度保険部研修会に関する反省会 

４）出席者：4名 

２．地区勉強会への講師派遣 

１）福岡支部勉強会 

（１）日 時：平成 21年 4月 6 日（火） 19：00～ 

 （２）場 所：麻生リハビリテーション専門学校 

 （３）講 師：泉  清徳 氏（社会局保険部担当理事；聖マリア病院） 

１）筑後Ⅰ地区勉強会 

（１）日 時：平成 21年 4月 16 日（金） 19：00～ 

 （２）場 所：新古賀病院 

 （３）講 師：泉  清徳 氏（社会局保険部担当理事；聖マリア病院） 

２）北九州Ⅱ地区勉強会 

（１）日 時：平成 21年 5月 13 日（木） 19：00～ 

 （２）場 所：新日鐵八幡記念病院 

 （３）講 師：泉  清徳 氏（社会局保険部担当理事；聖マリア病院） 

３）筑豊地区勉強会 

（１）日 時：平成 21年 5月 14 日（金） 19：00～ 

 （２）場 所：麻生飯塚病院 

 （３）講 師：藤本 一美 氏（社会局保険部部長；小倉リハビリテーション学院） 

 ４．平成 20年度減点査定調査 

   463 施設中 113 施設回答 回収率 24.4％ 

（福岡 48施設、北九州 44 施設、筑後 21 施設） 

 ５．会員からの質問への対応 

  
Ⅲ．調査・資料部 

１．第 2回調査・資料部会議 

１）日 時：平成 22 年 5月 27 日（木）19：00～21：00 

２）場 所：宮田病院 

  ３）出席者：3名 

  ４）内 容 



    会員施設調査のＨＰ掲載について 

２．平成 21 年度減点査定調査（保険部と共同） 

  保険部にて分析 

 

Ⅳ．福祉部 

１．北九州 OPEN 車いすテニス大会への対応 

 １）日 時：平成 22年 3 月 19 日（金）～3月 21日（日） 

   場 所：北九州市立穴生ドーム 

２）大会運営報告 

運営委員：  

 19 日 20 日 21 日 計 

ボランティア数 6 5 6 17 

トレーナー数 1 1 1 3 

運営スタッフ経験年数 

0 年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6～10 年 11 年～ 計 

3 名 4 名 3.5 名 1 名 2 名 2.5 名 0.5 名 3.5 名 20 名 

    利用者数 

19 日 20 日 21 日 計 

35 44 39 118 

３）利用者アンケート報告…別紙参照 

２．第 48回福岡県身体障害者体育大会視察 

１）日 時：平成 22 年 5 月 9日（日）10：00 ～12：00 

２）場 所：博多の森陸上競技場 

３）内 容：新規スポーツ大会への理学療法サービススタッフの派遣に向けた視察 

４）参加者：吉村 直人、中田 浩一 

３．2010 飯塚国際車いすテニス大会について 

 １）日 時：平成 22年 5 月 11 日（火）～5 月 16 日（日） 9：00-17：30 

   場 所：筑豊ハイツ 

 ２）関係会議等 

 （１）第 3回飯塚国際車いすテニス大会実行委員会 

日 時：平成 22 年 4 月 28 日（水）19：00-20：30 

場 所：総合せき損センター 多目的ホール 

参加者：吉村 直人、中田 浩一 

  （２）飯塚国際車いすテニス大会事後会議の開催 

      日 時：平成 22年 5月 29 日（土）19：00-20：00 

      場 所：麻生リハビリテーション専門学校 

      参加者：10名予定 

３）大会運営報告 

運営委員：  

 11 日 12 日 13 日 14 日 15 日 16 日 計 

ボランティア数 5 11 13 11 10.5 8 58.5 

トレーナー数 0 1 1 1 1 1 5 

運営スタッフ経験年数 

0 年 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6～10 年 11 年～ 計 

0 名 14.5 名 7 名 12 名 9 名 5 名 9 名 7 名 63.5 名 



    利用者数 

11 日 12 日 13 日 14 日 15 日 16 日 計 

4 27 44 35 31 9 150 

    その他詳細は別紙参照 

４）利用者アンケート報告…別紙参照 

４．「介護支援専門員実務研修受講試験」対策セミナーの開催 

  １）日 時：平成 22年 9月 19 日（日） 

２）場 所：麻生リハビリテーション専門学校 

３）講 師：稲冨 武志 氏（大原病院） 

  ４）運 営：福祉部担当理事、運営委員（受講生）2名 

  ５）今後の対応 

（１）県下介護施設に案内を 6月末発送予定（別紙参照） 

（２）福岡県理学療法士会・福岡県作業療法協会ホームページ，7月号広報誌への掲載（別紙参照） 

 

Ⅴ．理学療法啓発部 

 １．第 2回理学療法啓発部会議 

  １）日 時：平成 22年 5月 30 日（日）15：00～16：00 

  ２）場 所：専門学校九州リハビリテーション大学校  

  ３）内 容：今後の事業内容確認 

  ４）参加者：坂本 親宣、鬼田 勝己（2名） 

 ２．平成 22年度志井市民センター市民講座での講義 

  １）日 時：平成 22年 6月 18 日（金）10：00～12：00 

  ２）場 所：北九州市立志井市民センター 

  ３）内 容：高齢者の身体ケアについて－腰痛予防－ 

  ４）参加者：坂本 親宣（1名）   

   →坂本；次年度より支部での対応を依頼したい。 

３．理学療法週間事業時のレクリエーション保険加入、公文書発行、グッズ送付 

  →坂本；PT あは今年度 500 部に減 

 １）各支部・地区からの申請時に対応。 

 ２）理学療法週間企画書にレクリエーション保険加入、公文書発行、グッズ送付の有無を記載して 

   西浦支部担当理事ならびに坂本にメール送付。 

４．各支部理学療法週間事業への出務 

 １）日 時：主に平成 22 年 7 月 13 日（火）～7月 20日（火） 

 ２）場 所：県内各支部・地区 

 ３）内 容：一般県民への理学療法啓発 

 ４）支部・地区からの依頼により出務 

 ５）参加者：＜理学療法啓発部より＞坂本 親宣、鬼田 勝己（2名） 

５．水の祭典・久留米まつりへの参加ならびにレクリエーション保険加入 

 １）日 時：平成 22年 8月 4 日（水）18：30～ 

 ２）場 所：西鉄久留米駅前 明治通り 

 ３）内 容：市民参加型イベントへの参加（啓発事業） 

 ４）参加者：＜理学療法啓発部より＞坂本 親宣（1名） 

６．わっしょい百万夏まつりへの参加ならびにレクリエーション保険加入 

 １）日 時：平成 21年 8月 8 日（日）16：00～ 

 ２）場 所：北九州市役所前  

 ３）内 容：市民参加型イベントへの参加（啓発事業） 



 ４）参加者：＜理学療法啓発部より＞坂本 親宣、鬼田 勝己（2名） 

 

Ⅵ．渉外部 

 １．福岡県身体障害者スポーツ協会への挨拶 

  １）日 時：平成 22年 4 月 16 日（金）15：00 ～16：00 

  ２）場 所：春日市クローバープラザ内福岡県身体障害者スポーツ協会 

  ３）内 容：福岡県身体障害者体育大会への理学療法サービススタッフの派遣に向けた挨拶 

  ４）参加者：坂本 親宣、吉村 直人（2名） 

 ２．九州労災病院勤労者予防医療センターへの挨拶 

  １）日 時：平成 22年 5月 27 日（木）14：00～15：00  

  ２）場 所：九州労災病院勤労者予防医療センター 

  ３）内 容：北九州Ⅰ地区理学療法週間事業に関する共催要請の挨拶 

  ４）参加者：大島 秀明（1名） 

 ３．サンリブシティ小倉店への挨拶 

  １）日 時：平成 22年 5月 30 日（日）11：00～12：00  

  ２）場 所：サンリブシティ小倉店 

  ３）内 容：北九州Ⅰ地区理学療法週間事業に関する共催要請の挨拶 

  ４）参加者：坂本 親宣、大島 秀明、右田  寛、田代美由紀（4名） 

 ４．他医療・福祉・介護団体、他県士会との連携強化 

 
【事務局】 
Ⅰ．事務局 
 １．第 2回事務局会議 
   日 時：平成 22年 5月 31日（月）19：00～21：30 
   場 所：若杉病院 
   参加者：日野、柳田、西浦、平松、阿部 
 ２．平成 22年度第 1回臨時理事会 
   日 時：平成 22年 6月 1日（火）19：00～21：00 
   場 所：麻生リハビリテーション専門学校 

参加者：明日、小柳、日野、白石、今石、廣滋、坂本、泉、吉村、柳田、阿部、中江、森田 
   内 容：平成 22年度における福岡県理学療法連盟との協力体制について 
 
Ⅱ．総務部 
１．会議 
  １）北九州支部会議 
    日 時：平成 22年 6月 2日（水）19：00～ 
    場 所：新中間病院 
    出席者：加藤 
  ２）福岡支部会議 
    日 時：平成 22年 6月 3日（木）19：00～ 
    場 所：麻生リハビリテーション専門学校 
    出席者：中島 
  ３）筑後支部会議 
    日 時：平成 22年 5月 7日（金） 
    場 所：専門学校柳川リハビリテーション学院 
    出席者：富澤 



 
 ２．事業 
  １）平成 21年度新人教育プログラム単位認定作業および修了証発行作業 
    日 時：平成 22年 5月 14日（金）19：00～25：30 
    場 所：社団法人 福岡県理学療法士会 事務所 
    出席者：阿部、中島、富澤、加藤 
  ２）新人オリエンテーション開催 
    日 時：平成 22年 5月 23日（日）9：00～13：00（準備及び入会受付含む） 
    場 所：サンレイクかすや 
    出席者：阿部、中島、加藤 
    参加者：398名 
    →阿部；協会入会受付時に身分証明書コピーが不十分で混雑した。 
        会員数の増加に伴い各支部での開催も視野に入れ検討中。 
     永友；10月頃までには内容をつめてください。 
     明日；養成校により新卒者に対しての対応が異なるため今後対応を検討していく。 
  ３）平成 22年度定期総会（平成 21年度決算総会）資料準備 
 
Ⅲ．管理システム部 
 １．会議：なし 
 ２．事業 
  １）平成 21年度新人教育プログラム単位認定作業 
    日 時：平成 22年 5月 14日（金）19：00～25：30 
    場 所：社団法人 福岡県理学療法士会 事務所 
    出席者：甲斐 
  ２）会員管理データベース修正（平成 22年度会費納入状況追加） 
  ３）地区勉強会受付データベース修正（平成 22年度会費納入状況追加） 
 

Ⅳ．財務部 

１．事業 
１） 新人オリエンテーション 
日 時：平成 22年 5月 23日（日） 
場 所：サンレイクかすや 
出席者：平松、上川 
参加者：398名、当日入会者 141名（新卒）、1名（2年目） 

 
Ⅴ．広報部 
 １．会議：なし 
 ２．事業（平成 22 年 4月～22 年 5 月）： 
１）広報誌作成（5月号）3,470 部 →柳田；3.770 部に増刷 

２）ホームページ更新：25 件（内、有料掲載：1件） 

メールマガジン登録者：502 件（5月末現在、2ヶ月で 22 件増） 

３）福岡県言語聴覚士会より HP のリンクの申し出があり、相互リンクを行った。 

（本士会は、以前よりのリンクがあったが、アドレスが無効の状態であった） 

 →柳田;県内の養成校に関しては要望があればリンクする。 

 
Ⅵ．福利厚生部 



 １．会議：なし 
 ２．事業（平成 22 年 4月～22 年 5 月）： 
１）決算総会時の託児サービス案内を広報した。 
２）決算総会時の会場周辺の「食事処マップ」を支部に作成依頼し、広報誌に掲載した。 

３）「おすすめの本（広報誌企画）」「平成 21 年度 託児サービス アンケート集計結果」を広報誌 5月号

に投稿した。 

 
【支部】 
【事業報告】報告期間： 平成 22 年 4 月 1日～平成 22 年 5 月 31 日 

Ⅰ．支部担当理事 

 特になし 

Ⅱ．北九州支部 

１． 支部事業報告 

支部・地区 日時・会場 内容 参加者 

北九州支部 平成 22 年 4 月 16 日（金） 

新中間病院 

第 1回支部会議（拡大支部会議） 20 名 

平成 22 年 5 月 支部広報誌発行  

北 1 地区 平成 22 年 4 月 6日（火） 

小倉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院 

地区運営会議（社会） 8 名 

北 2地区 

 

平成 22 年 4 月 20 日（火） 

牧山中央病院 

地区運営会議（事務） 5 名 

筑豊地区 平成 22 年 4 月 9日（金） 

飯塚病院 

地区運営会議 11 名 

２．研修会・勉強会報告 

支部・地区 日時・会場 内容講師等 参加者 

北九州支部 平成 22 年 4 月 10 日（土） 

       11 日（日） 

小倉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院 

第 1回支部研修会 

「姿勢のバイオメカニクス」 

福井  勉 氏（文京学院大学） 

100 名 

北 1 地区 特になし   

北 2 地区 平成 22 年 5 月 13 日（木） 

新日鐵八幡記念病院

「平成 22年度診療報酬改定について」 

泉  清徳 氏（聖マリア病院） 

90 名 

筑豊地区 平成 22 年 5 月 14 日（金） 

飯塚病院 

「平成 22年度診療報酬改定」 

藤本 一美 氏（小倉リハビリテーション学院） 

30 名 

 

Ⅲ．福岡支部 

1. 支部事業報告 
支部・地区 日時・会場 内容 参加者 

福岡支部 平成 22 年 4 月 8日（木） 

麻生ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 

拡大支部運営会議 49名 

平成 22 年 5 月 23 日（日） 

サンレイク粕屋

新人オリエンテーション 

 

11 名 

福岡 1地区 平成 22 年 4 月 8日（木） 

麻生ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 

地区運営会議 13名 

福岡 2地区 平成 22 年 4 月 8日（木） 

麻生ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 

地区運営会議 15名 



福岡東地区 平成 22 年 4 月 8日（木） 

麻生ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 

地区運営会議 15名 

２．研修会・勉強会報告 

支部・地区 日時・会場 内容講師等 参加者 

福岡支部 平成 22 年 4 月 6日（火） 

麻生ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 

「平成 22年度診療報酬改定」 

泉  清徳 氏（聖マリア病院） 

102 名 

平成 22 年 5 月 9日（日） 

麻生ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 

「転倒予防教室実施に役立つポイント・実演」 

小柳 靖裕 氏（新日鐵八幡記念病院） 

岡田 朋子 氏（通所介護 ライズ） 

松﨑 哲治 氏（麻生リハビリテーション専門学校） 

62 名 

福岡 1地区 平成 22 年 5 月 25 日（火） 

麻生ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 

「膝痛の運動学から疫学まで」 

齋藤 貴文 氏（麻生リハビリテーション専門学校） 

83 名 

福岡 2地区 なし なし  

福岡東地区 平成 22 年 5 月 26 日（水） 

篠栗病院 

「医療人としてのマナー講座」 

徳久 晶子 氏（麻生専門学校グループ 麻生塾） 

44名 

 

Ⅳ．筑後支部 

１． 支部事業報告  

支部・地区 日時・会場 内容 参加者 

筑後支部 特になし   

筑後 1地区 平成 22 年 5 月 14 日（金）  

新古賀病院 

第 1回地区運営会議 15 名 

平成 22 年 5 月 16 日（日）   

久留米市 

医師と歩こう県民ウォーク（啓発事業） 10 名 

筑後 2地区 

 

平成 22 年 5 月 7日（金） 

専門学校柳川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院

第 1回地区運営会議 20 名 

 

支部・地区 日時・会場 内容 参加者 

筑後支部 なし   

 

筑後 1地区 平成 22年 4 月 16 日（金） 

新古賀病院 研究棟 5階 

 記念講堂 

「診療報酬について・平成 22 年度診療報酬改定に

ついて」 

泉  清徳 氏（聖マリア病院） 

藤井 孝臣 氏（甘木中央病院） 

6７名 

筑後 2地区 平成 22 年 5 月 19 日（水） 

専門学校柳川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院 

「臨床実習教育方法論を考える」 

永尾 泰司 氏（柳川リハビリテーション学院） 

14 名 

２．研修会・勉強会報告 

 

【事業予定】報告期間：平成 22 年 6 月 1日～平成 22 年 7 月 31 日 

Ⅰ．支部担当理事 

 １．支部長地区部長合同会議（7月予定）  

Ⅱ．北九州支部 

１．事業予定 

支部・地区 日時・会場 内容 



北九州支部 平成 22 年 6 月 2日（水） 

新中間病院 

第 2回支部会議 

 平成 22 年 7 月 

新中間病院 

理学療法啓発事業「わっしょい百万夏まつり」事前会議 

北 1地区 平成 22 年 6 月 

小倉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院 

地区運営会議（社会） 

平成 22 年 7 月 16 日（金 

サンリブシティ小倉 

理学療法週間啓発事業 

「体力測定会」 

北 2地区 

 

平成 22 年 6 月吉日 

新中間病院 

地区運営会議（社会） 

平成 22 年 6 月 地区広報誌発行 

平成 22 年 7 月吉日 地区運営会議（社会） 

筑豊地区 平成 22 年 7 月 2日（金） 

飯塚病院 

理学療法啓発事業事前会議 

 

Ⅲ．福岡支部 

 １．事業予定 

支部・地区 日時・会場 内容 

福岡支部 平成 22 年 6 月 3日（木） 

麻生ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 

支部運営会議 

福岡 1地区 なし なし 

福岡 2地区 平成 22 年 6 月 9日（水） 

博愛会病院

地区運営会議 

福岡東地区 平成 22 年 6 月 8 日（火） 

福岡青洲会病院 

地区運営会議 

 →松崎；転倒予防事業 74 件実施予定 

Ⅳ．筑後支部 

１．事業予定 

支部・地区 日時・会場 内容 

筑後支部 6 月 25 日 

新古賀病院 

第 1回支部運営会議 

筑後 1地区 7 月 2日 

新古賀病院 

第 2回地区運営会議 

7 月 11 日（日）  

新古賀クリニック 2階 

通所リハビリセンター 

転倒予防教室 

筑後 2地区 

 

7 月 2日 

専門学校柳川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院

第 2回地区運営会議 

7 月 18 日（日）  

大牟田市労働福祉会館

中ホール

転倒予防教室 

  

【報告事項】（運営委員の動向、勉強会等の日程の変更等） 

Ⅰ．支部担当理事 

１．支部対抗競技大会（筑後支部） 



競技種目 ボウリング 

平成 22 年 9 月 4日（土） 15：30 集合、16:00 試合開始 

担当支部： 筑後支部 

会場：楽市楽座 210 久留米店    

Ⅱ．麻生教育サービスからの介護講師斡旋 

会場名 日程 曜 単元 支部 講師氏名 

麻生看護医療専門学校 

（飯塚市） 6/9 水 

住宅・福祉用具に関する知識 
北九州 林  秀樹 氏 

麻生看護医療専門学校 

（飯塚市） 6/9 水 

リハビリテーション医療の基礎知識 
北九州 林  秀樹 氏 

麻生看護医療専門学校 

（飯塚市） 7/5 月 

住生活の支援 
北九州 林  秀樹 氏 

麻生看護医療専門学校 

（飯塚市） 8/6 金 

福祉用具の活用と住宅改修による自立支援 
北九州 林  秀樹 氏 

麻生看護医療専門学校 

（飯塚市） 8/25 水 

リハビリテーション医療の基礎理解 
北九州 林  秀樹 氏 

ユーコウビル 

（福岡市博多駅前） 9/29 水 

福祉用具の活用と住宅改修による自立支援 
福岡 松﨑 哲治 氏 

ユーコウビル 

（福岡市博多駅前） 10/4 月 

住生活の支援 
福岡 松﨑 哲治 氏 

すどりの里 

（京都郡みやこ町） 10/24 日 

住宅・福祉用具に関する知識 
北九州 外矢 浩次 氏 

すどりの里 

（京都郡みやこ町） 10/24 日 

リハビリテーション医療の基礎知識 
北九州 外矢 浩次 氏 

ユーコウビル 

（福岡市博多駅前） 10/28 木 

リハビリテーション医療の基礎理解 
福岡 松﨑 哲治 氏 

飯塚研究開発センター 

（飯塚市） 10/31 日 

住宅・福祉用具に関する知識 
北九州 林  秀樹 氏 

飯塚研究開発センター 

（飯塚市） 10/31 日 

リハビリテーション医療の基礎知識 
北九州 林  秀樹 氏 

田川市民会館 

（田川市） 11/13 土 

住宅・福祉用具に関する知識 
北九州 林  秀樹 氏 

田川市民会館 

（田川市） 11/13 土 

リハビリテーション医療の基礎知識 
北九州 林  秀樹 氏 

筑前町女性センター 

（筑前町） 11/21 日 

住宅・福祉用具に関する知識 
筑後 松村 亮一 氏 

筑前町女性センター 

（筑前町） 11/21 日 

リハビリテーション医療の基礎知識 
筑後 松村 亮一 氏 

山川市民センター 

（みやま市） 11/27 土 

住宅・福祉用具に関する知識 
筑後 高木 和大 氏 

山川市民センター 

（みやま市） 11/27 土 

リハビリテーション医療の基礎知識 
筑後 高木 和大 氏 

第 7岡部ビル 

（福岡市博多区） 12/4 土 

住宅・福祉用具に関する知識 
福岡 松﨑 哲治 氏 



第 8岡部ビル 

（福岡市博多区） 12/4 土 

リハビリテーション医療の基礎知識 
福岡 松﨑 哲治 氏 

 

【公益法人設立検討委員会】 

Ⅰ．九州ブロック公益法人移行研修会 

  日 時：平成 22 年 4月 25 日（日）10：00～15：00  

場 所：鶴陵会館 大ホール（鹿児島大学 医学部構内）鹿児島県鹿児島市桜ヶ丘 8-35-1 

  内 容：講演Ⅰ：公益法人移行に関して 

      講演Ⅱ：鹿児島県理学療法士協会の事例報告 

  参加者：明日・日野（福岡）、大山・山下（長崎）、小森田・前田・久米野・保田（熊本）、河野・高橋（大

分）、小柳・片淵（佐賀）、門川・吉田・越智（宮崎）、梅本・村山・赤碕・木山（鹿児島）、池城・

宮城・城間（沖縄） 

Ⅱ．公益法人検討委員会会議報告 

  日 時：平成 22 年 5月 7日（金）19：00～21：20  

場 所：県士会事務所 

  議 題：（１）九州ブロック公益法人移行研修会報告 

（２）公益法人取得に向けての今後の作業確認 

      （３）その他 

 参加者：日野、阿部、坂本、廣滋、平松、福島（事務員） 

 欠席者：中井 

 

【審議事項】 
【学術局】 

Ⅰ．学術局 

 １．受講証明書の追加・修正について（別紙資料） 

  １）専門理学療法士制度のポイントに関する Q&A 

  ２）講習会・研修会アシスタント用（従たる講師用） 

  →承認 

Ⅱ．研修部 

１．平成 22 年度臨床実習指導者研修会 

 １）日 程：平成 22年 11 月下旬 9：30～12：30 

 ２）会 場：未定 

 ３）テーマおよび講師：2講演 

 第一候補 

  テーマ：「理学療法教育ガイドラインについて－臨床実習の到達目標－（仮題）」 

  講 師：大橋ゆかり 氏（茨城県立医療大学） 

 第二候補 

  テーマ：「臨床実習場面における行動分析学的アプローチ（仮題）」 

  講 師：辻下 守弘 氏（甲南女子大学） 

 第三候補 

  テーマ：「クリニカルクラークシップの妥当性－正統的周辺参加による学習の促進－（仮題）」 

  講 師：沖田 一彦 氏（県立広島大学） 

 第四候補 
  テーマ：「臨床で学生を伸ばすために－臨床実習指導のコツ－（仮題）」 
  講 師：入江 将考 氏（新小倉病院） 
 第五候補 



  テーマ：「これからの臨床実習のあるべき姿－現状の課題と展望－（仮題）」 
  講 師：渡辺 京子 氏（亀田総合病院） 

 ４）定 員：100 名 

 ５）申 込：（社）福岡県理学療法士会ホームページの研修受付フォームからの申込 

 ６）修了書の発行 

   →近藤；選出方法として臨床・教育のどちらからの講師が選出できると良いのでは。 

    坂本；福岡開催のため地元の講師を推す方向で。 

    金子；入江先生・大橋先生にまずは打診してみる。 

Ⅲ．新人教育部 

１．新人研修会、基礎理学療法研修会の講師案、日程案（別紙 1参照） 

→承認、講義開始時間のみの記載に変更 

２．新人研修会ビデオライブラリーの貸し出し受講の廃止について 

へき地等の理由で新人研修会に参加できない会員への配慮として新人研修会の講義ビデオをみた感想レ

ポートを提出することで単位認定する制度がある。しかし、申請は年間に 1件あるかないかで、申請の理

由は 3支部で開催の新人研修会にスケジュールが合わず出席できなかったという理由であった。レポート

の判定基準もなく今後の継続の必要はないと考え平成 23 年度からは廃止としたい。 

→会員の不利益も少ないと考えられる。承認 

３．新人教育プログラムの事務手数料について 

１）入会後 11年以上で 18 単位修得する場合も事務手数料（18,000 円）が必要である事を生涯学習マニュ

アルに以下のように明記したい。また、事務手数料を支払う時期についても検討してほしい（事前振込

みで支払うのか、修了申請時に振り込むのか）。 

「１）単位修得期限の 10年を過ぎた場合、次のいずれかの方法で新人教育プログラムを修了することが

できます。 

①再度、新人教育プログラムを受講し 18 単位を修得（入会 11年以上で 18単位修得する場合にも、事

務手数料（18,000 円）が必要） 

②必須教育プログラムで 6単位修得（1テーマ 3000 円の事務手数料が必要。別項参照）」 

    →白石；上記方法もしくは①案を廢止としたい。 

     松崎；福岡県においてのみ①案を認めていることはどうか。 

     阿部；データ管理上①案廢止が望ましい。 

     明日；①案廢止とする。 

     白石；広報上のアナウンスの如何は？ 

     明日；誤解を招くことも考えられるため掲載しない。 

     西浦；新人教育・必須プログラムの振り分けは受付時に可能か？ 

     阿部；事務所でチェックを入れ個別に対応は可能。 

     近藤；他県士会での休会はチェック可能か？ 

     明日；他県士会の事務所に連絡をして確認するようにする。 

【社会局】 

Ⅰ．調査・資料部 

１．会員施設情報マップのＨＰ上での掲載について 

調査部では会員施設アンケート調査を行ってきました。現在会員が所属する施設の約 50％の情報が集

まっています。調査部では Google マップ上に施設情報を試験的に作成したのでこれを公開したいと考え

ています。また 9月に 22年度会員施設調査を実施予定でありその回収率向上のためにも審議よろしくお

願いいたします。（理事会にてスライド説明させていただきたいと考えています） 

   →泉；リンクボタンの設置は無料にて可能。 

    阿部；公開の目的は？年 1回の更新で十分か？ 

    小柳；施設情報を増加させること、アンケート回収率の向上をはかる。 



    阿部；一般公開する以上一般の方に対してのフォローはどう考えているか？ 

    小柳；現時点では年 1回更新予定としている。更新日を明記する。 

    阿部；今後は事務所のデータベースと更新内容をリンクさせていく必要性あり。 

    小柳；今後リンクさせていく。 

    明日；アンケート内容を調査部と総務部ですり合わせていく必要あり。 

       ページ上に問い合わせ先を追加する。 

       一般ページに試験的に掲載していくことで承認 

【事務局】 

Ⅰ．広報部 
１．言語聴覚士が、理学療法士会の研修会などに参加できるようになった件に関して、福岡県言語聴覚士会

より、HPの会員ページ情報の提供の打診があったが、情報を提供しても良いか。→承認 

２．また、今後の法人公益化を踏まえ、パスワード保護の内容（ページ）の再検討も必要ではないか。 

   →柳田；一般ページ・会員ページの内容を検討、勉強会情報を公開するなどを検討。 

【公益法人設立検討委員会】 
Ⅰ．委員会名称と役割の変更について 

   公益法人設立検討委員会は公益法人格取得の可能性を検討するために設立された委員会である。これま

での作業と鹿児島県理学療法士会が公益法人格を取得したことにより、当会でも公益法人格を取得できる

ことが明確になった。そこで、以下の点について審議をお願いしたい。 

 １）公益法人格取得を申請するか否か →承認 

 ２）委員会名称を公益法人設立準備委員会としたい。→承認 

３）役割を公益法人格取得のための具体的作業を行うものとしたい。→承認 

 

Ⅱ．公益法人取得について 

１．取得予定年度を 24年度→23 年度に 

   理由：先の九州ブロック公益法人移行研修会において、24 年度の申請では申請数が多くなり、県の担当

者が申請に対し詳細に検討されず、期限内に移行出来ない可能性があるため 

２．今後の作業について 

１）3つの検討グループに別け検討する 

（１）定款検討グループ：現 公益法人検討委員会 

（２）組織検討グループ：組織検討委員会 

（３）会計検討グループ：財務担当理事・事務所 

２）移行認定申請に係る公益目的事業の整理 

研修会時の鹿児島県士会の資料を元に、当会にあった事業を現在、事務所にて整理中。公益目的事業

の資料が出来次第、県の担当者へ相談に会長・財務担当と共に伺う予定。 

→承認 

Ⅲ．新定款に記載する事業目的について（別紙） 
   具体的な作業を行う上で、新定款に記載する事業内容を明確にすることが必要であり、別紙内容を審議

していただきたい。→委員会に内容を一任 
 
【その他】 
【学術局】 

１．平成 22 年度下半期学術スケジュールを次回学術局会議までにお願い致します。 

  →スケジュール原稿は 7月末締め切り 

２．学術スケジュールの参加申し込み方法の記載について 

 会員から参加申し込みについての問い合わせが増えてきている。今後、学術スケジュールに掲載した研

修会等には参加申し込み方法をホームページで確認できるように記載する。 



３．研修会などの運営委員の参加ポイント付与について 

   受講証明書を発行する県士会主催の勉強会・研修会・県学会等の運営に携わる会員には受講証明書を発

行し参加ポイント付与する。 

４．必須プログラムの単位認定事務手数料について 

必須教育プログラム修了者が症例発表を 2回行うことにより新人教育プログラム修了者となるが、その

際の症例発表の事務手数料は必要無し。また、事務手数料が必要ないことを以下のように生涯学習マニュ

アルにも明記したい。 

「２）事務手数料 

1 テーマの受講（1単位）につき 3,000 円の事務手数料が必要です。 

（必須プログラムを修了し症例発表を行った場合、症例発表会にかかる事務手数料は必要ありません）」 

 
その他： 
・ 代議員数は、福岡県士会は 13名で変更ない予定、代議員に関しては立候補がなければ三役会議で決定予定。 
・ 監事監査の場に役員が立ち会うことが望ましいとの要望あり。 
中川；運営方法をその場で確認できるように対応を検討していただきたい。 
明日；総会資料内に掲載するために監査のスケジュールを調整していく。 

  
 


